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２
０
２
３
年
度
補
正
予
算

に
お
い
て
１
校
に
つ
き
約
１

０
０
０
万
円
を
支
援
す
る
高

等
学
校
Ｄ
Ｘ
加
速
化
推
進
事

業
（
Ｄ
Ｘ
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
事

業
）で
は
、１
０
１
０
校
（
公

立
７
４
６
校
・
私
立
２
６
４

校
）
が
採
択
さ
れ
て
い
る
。

整
備
内
容
の
調
達
に
つ
い
て

は
、
各
校
が
行
う
ほ
か
、
教

育
委
員
会
が
一
部
を
担
う
場

合
も
あ
る
よ
う
だ
。
Ｄ
Ｘ
ハ

イ
ス
ク
ー
ル
に
２７
校
が
採
択

さ
れ
た
島
根
県
で
は
、
外
部

機
関
や
外
部
講
師
と
の
連
携

に
向
け
て
２１
校
に
遠
隔
授
業

装
置
を
導
入
す
る
。
埼
玉
県

で
は
採
択
校
に
希
望
を
聞

き
、
一
部
の
機
器
を
共
同
調

達
し
て
い
る
。

東
京
都
で
は
、
採
択
校
８

校
に
お
い
て
外
部
人
材
を
活

用
し
た
生
成
Ａ
Ｉ
に
関
す
る

授
業
を
行
う
。

な
お
埼
玉
工
業
大
学
で

は
、
Ｄ
Ｘ
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
の

指
定
校
に
対
し
て
積
極
的
な

支
援
を
行
う
た
め
、
Ｄ
Ｘ
ハ

イ
ス
ク
ー
ル
対
策
チ
ー
ム
を

編
成
し
、
問
合
せ
窓
口
も
設

置
。
Ｄ
Ｘ
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
を

き
っ
か
け
に
大
学
連
携
の
準

備
も
進
ん
で
い
る
。

環
境
整
備
は
今
ま
さ
に
進

行
中
だ
が
、
取
組
は
既
に
始

ま
っ
て
い
る
。
文
科
省
は
１０

月
、
Ｄ
Ｘ
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
の

取
組
事
例
を
更
新
し
た
。
現

在
、普
通
科
１１
校
、専
門
学
科

９
校
の
事
例
を
公
開
し
て
い

る
ほ
か
、
テ
ー
マ
別
事
例
と

し
て
「
情
報
Ⅱ
の
充
実
」

「
情
報
Ⅱ
開
設
に
向
け
た
取

組
」
「
デ
ジ
タ
ル
環
境
の
整

備
」
「
企
業
連
携
」
「
大
学

連
携
」「
外
部
コ
ン
テ
ス
ト
や

デ
ジ
タ
ル
課
外
活
動
」
な
ど

も
公
開
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

千
代
田
区
立
九
段
中
等
教
育

学
校（
公
立
・
普
通
科
）で
は

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
等
に
十

分
活
用
で
き
る
新
情
報
実
習

ス
タ
ジ
オ
を
創
設
。
大
分
県

立
情
報
科
学
高
等
学
校
（
公

立
・
工
業
・
商
業
・
情
報
）

で
は
デ
ジ
タ
ル
エ
ン
ジ
ニ
ア

育
成
に
向
け
て
デ
ジ
タ
ル
メ

デ
ィ
ア
ラ
ボ
を
開
設
。
高
知

県
立
窪
川
高
等
学
校
（
公
立

・
普
通
科
）
で
は
、
探
究
を

軸
と
し
た
文
理
横
断
型
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
に
よ
る
情
報
系
進

学
コ
ー
ス
と
地
域
リ
ー
ダ
ー

養
成
コ
ー
ス
を
設
置
。
Ｄ
Ｘ

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
や
外
部
講

師
に
協
力
を
依
頼
し
な
が
ら

３
年
間
の
指
導
計
画
を
作
成

し
て
進
め
て
い
る
。
▼
事
例

集
＝https://www.me

xt.go.jp/a_menu/shot
ou/shinkou/shinko/me
xt_02811.html

文
部
科
学
省
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
（
学
校
運
営
協
議
会
制
度
）
と
地
域
学
校
協
働
活
動
の

一
体
的
な
推
進
に
よ
る
地
域
と
学
校
の
連
携
・
協
働
体
制
の
構
築
を
推
進
し
て
い
る
。
全
国
的
な
実
施
状
況

を
毎
年
調
査
し
て
お
り
、
今
年
度
の
調
査
結
果
を
１１
月
５
日
に
公
表
。
そ
れ
に
よ
る
と
全
国
の
公
立
学
校
の

約
６
割
に
あ
た
る
約
２
万
校
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
導
入
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
本
調
査

で
は
地
域
学
校
協
働
本
部
の
整
備
数
や
地
域
学
校
協
働
推
進
員
等
の
配
置
人
数
の
状
況
も
公
表
し
て
い
る
。

本
調
査
に
対
し
、
回
答
の
あ
っ
た
教
育
委
員
会
の
公
立
学
校
数
３
万
４
３
３
４
校
（
幼
稚
園
・
小
学
校
・
中

学
校
・
義
務
教
育
学
校
・
高
等
学
校
・
中
等
教
育
学
校
・
特
別
支
援
学
校
）
が
調
査
母
数
。

■
２
万
１
５
３
校
が

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
（
Ｃ
Ｓ
）
と
は
、
保
護
者

や
地
域
住
民
等
が
一
定
の
権

限
と
責
任
を
持
っ
て
学
校
運

営
に
参
画
す
る
「
学
校
運
営

協
議
会
」
を
置
く
学
校
。
本

協
議
会
で
は
、
学
校
運
営
に

つ
い
て
、
教
育
委
員
会
や
学

校
長
に
意
見
を
述
べ
る
こ
と

が
で
き
、
教
職
員
の
採
用
に

関
し
て
も
教
育
委
員
会
に
意

見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る

機
能
を
も
つ
。
地
域
が
「
当

事
者
」
と
し
て
学
校
運
営
に

参
画
で
き
る
仕
組
み
の
構
築

が
ね
ら
い
。

同
調
査
に
よ
る
と
、
全
国

の
公
立
学
校
の
Ｃ
Ｓ
導
入
校

数
は
２
万
１
５
３
校
。
前
回

調
査
よ
り
２
０
１
８
校
増

え
、
導
入
率
は
約
６
割
と
な

っ
た
。
う
ち
、
小
・
中
・
義

務
教
育
学
校
で
は
１
万
７
９

４
２
校
と
導
入
率
は
６５
％
以

上
。学

校
運
営
協
議
会
を
１
校

に
１
つ
設
置
し
て
い
る
の
は

１
万
５
２
０
９
協
議
会
。
複

数
校
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
の

は
２
０
４
６
協
議
会
で
、
４

９
４
４
校
を
担
当
し
て
い

る
。
自
治
体
数
で
見
る
と
１

４
４
９
自
治
体
（
４０
都
道
府

県
・
１６
指
定
都
市
・
１
３
７

５
市
町
村
・
１８
学
校
組
合
）

と
約
８
割
が
導
入
。

な
お
Ｃ
Ｓ
で
は
な
い
が
類

似
の
仕
組
み
を
設
置
し
て
い

る
学
校
は
４
０
９
９
校
で
あ

っ
た
。

■
地
域
学
校
協
働
本
部

２
万
１
９
３
５
校
が
設
置

幅
広
い
地
域
住
民
や
団
体

等
が
参
画
し
て
学
校
内
外
に

お
い
て
連
携
・
協
働
を
図
る

活
動
の
拠
点
と
な
る
も
の
が

「
地
域
学
校
協
働
本
部
」

だ
。
こ
れ
を
設
置
し
て
い
る

学
校
は
、
公
立
学
校
に
お
い

て
、
前
年
度
よ
り
７
９
１
校

増
の
２
万
１
９
３
５
校
と
６

割
以
上
に
の
ぼ
る
。
な
お
小

・
中
・
義
務
教
育
学
校
の
み

で
み
る
と
７
割
以
上
に
な

る
。地

域
学
校
協
働
本
部
の
総

数
は
１
万
３
４
３
３
本
部

で
、
５
６
３
本
部
増
。

■
双
方
設
置
は

１
万
５
６
２
６
校

Ｃ
Ｓ
と
地
域
学
校
協
働
本

部
を
双
方
共
に
設
置
し
て
い

る
の
は
１
万
５
６
２
６
校
。

小
・
中
・
義
務
教
育
学
校
の

５
割
以
上
が
双
方
共
に
設
置

し
て
い
る
。

■
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進

員
等
は
３
万
４
６
１
３
人

地
域
学
校
協
働
活
動
実
施

の
際
に
企
画
や
提
案
、
関
係

者
と
の
調
整
な
ど
の
役
割
を

担
う
地
域
学
校
協
働
活
動
推

進
員
等
は
１
５
３
４
自
治
体

に
お
い
て
３
万
４
６
１
３
人

配
置
。

こ
の
う
ち
、
地
域
学
校
協

働
活
動
推
進
員
は
１
万
５
２

３
０
人
、
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
は
１
万
９
３
８
３
人
。

地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
は
、

地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員

と
し
て
委
嘱
さ
れ
て
い
な
い

が
、
同
等
の
役
割
を
果
た
す

も
の
。

■
教
委
対
象
に

成
果
実
感
等
も
調
査

学
校
運
営
協
議
会
を
設
置

し
て
い
る
教
育
委
員
会
に
対

し
、
成
果
実
感
も
調
査
。
そ

れ
に
よ
る
と
、
魅
力
・
特
色

あ
る
学
校
づ
く
り
及
び
学
校

と
保
護
者
や
地
域
住
民
等
の

相
互
理
解
に
つ
い
て
、
共
に

９
割
以
上
が
進
ん
だ
と
回

答
。
保
護
者
や
地
域
住
民
等

が
連
携
す
る
こ
と
に
よ
る
教

職
員
の
意
識
向
上
に
つ
い
て

も
８
割
以
上
が
進
ん
だ
と
回

答
し
て
い
る
。
学
校
に
お
け

る
働
き
方
改
革
に
つ
い
て
の

効
果
は
５
割
程
度
、
不
登
校

を
始
め
と
す
る
生
徒
指
導
上

の
課
題
解
決
に
つ
い
て
は
４

割
程
度
が
進
ん
だ
と
回
答
し

た
。文

科
省
で
は
Ｃ
Ｓ
及
び
地

域
学
校
協
働
活
動
に
係
る
協

力
団
体
等
リ
ス
ト
を
作
成
し

て
お
り
、
「
学
校
・
教
師
が

担
う
業
務
の
３
分
類
」
に
基

づ
い
た
協
力
が
可
能
で
あ
る

と
し
て
い
る
。

■
Ｃ
Ｓ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
や

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
で

定
期
的
に
効
果
測
定

文
科
省
で
は
Ｃ
Ｓ
の
運
営

の
診
断
ツ
ー
ル
を
開
発
。

「
Ｃ
Ｓ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
」

と
し
て
２
０
２
３
年
３
月
よ

り
公
表
。
定
期
的
な
実
施
に

よ
り
効
果
測
定
と
改
善
を
進

め
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
。

■
Ｃ
Ｓ
マ
イ
ス
タ
ー
も
派
遣

ま
た
、
Ｃ
Ｓ
の
取
組
が
進

ん
で
い
な
い
地
域
に
お
い

て
、
導
入
に
向
け
た
コ
ン
サ

ル
等
を
行
う
Ｃ
Ｓ
マ
イ
ス
タ

ー
の
派
遣
を
実
施
。
本
事
業

活
用
に
は
申
込
が
必
要
。
派

遣
の
受
付
は
２
０
２
５
年
１

月
末
ま
で
。
▼
詳
細
＝htt

ps://manabi-mirai.me
xt.go.jp/torikumi/cs-t
orikumi/

■
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校

づ
く
り
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

本
取
組
の
周
知
や
推
進
に

向
け
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
も
実

施
。
２
０
２
４
年
度
は
７
月

に
山
梨
県
、
１１
月
に
金
沢
市

で
開
催
。
２
０
２
５
年
２
月

２８
日
に
文
科
省
で
の
開
催
も

予
定
し
て
い
る
。

「主体的な学び」が楽しい、と発言する子供が
現れた。先生がまとめるより友達のまとめを見
る方が楽しいしやる気が出るという。教師に聞
くのは「最終手段」ではなく「１つの手段」だ
そうだ。頼もしい子供たちの声を無視すること
はできない。東

京
都
荒
川
区

東
京
都
荒
川
区
教
育
委
員

会
は
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
第
２
期
の
端
末
更
新
と
教

育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
刷
新
を
行

っ
た
。
教
員
と
児
童
生
徒
が

利
用
す
る
端
末
はChrom

ebook

に
統
一
し
、
校
務

環
境
は
Ａ
Ｖ
Ｄ
（Azure

VirtualDesktop

）
を
利

用
し
て
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
環

境
を
構
築
。

両
シ
ス
テ
ム
は
仮
想
デ
ス

ク
ト
ッ
プ
を
介
し
て
接
続
す

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
教
職
員

は
１
台
の
Ｐ
Ｃ
で
す
べ
て
の

シ
ス
テ
ム
や
デ
ー
タ
に
ア
ク

セ
ス
で
き
、
異
な
る
Ｏ
Ｓ
の

仕
組
み
を
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
フ

リ
ー
で
利
用
で
き
る
環
境
を

実
現
し
た
。

教
職
員
は
９
月
よ
り
本
環

境
の
活
用
を
開
始
。
２
０
２

５
年
４
月
か
ら
は
荒
川
区
立

小
学
校
２４
校
・
中
学
校
１０
校

の
児
童
生
徒
の
利
用
開
始
を

予
定
し
て
い
る
。

本
環
境
の
設
計
構
築
、
Ｐ

Ｃ
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器
の

設
定
お
よ
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
内
田
洋
行

グ
ル
ー
プ
が
担
当
。

■
学
校
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は

幹
線
も
機
器
も
１０
Ｇ
対
応

荒
川
区
教
育
委
員
会
は
全

国
で
初
め
て
、
２
０
１
３
年

度
よ
り
区
内
の
全
小
中
学
校

に
１
万
台
の
情
報
端
末
を
導

入
。
２
０
１
９
年
度
の
更
新

を
経
て
、今
回
、新
た
な
端
末

（Chromebook

）
を
更
新

（
児
童
生
徒
１
万
４
４
９
０

台
、
教
職
員
１
１
９
７
台

※
予
備
機
含
む
）
。
Ｍ
３
６

５

Ａ
５
を
利
用
し
て
ゼ
ロ

ト
ラ
ス
ト
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の

新
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
行
っ

た
。多

要
素
認
証
に
よ
る
仮
想

デ
ス
ク
ト
ッ
プ
を
利
用
す
る

こ
と
で
、
校
務
支
援
シ
ス
テ

ム
を
含
む
校
務
環
境
に
安
全

に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に

し
、
各
教
室
や
出
張
先
、
自

宅
で
も
校
務
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
。
Ｏ
Ｓ
を
使
い
分
け

る
こ
と
で
校
務
環
境
に
あ
る

機
微
な
情
報
を
含
む
フ
ァ
イ

ル
が
学
習
環
境
に
流
出
し
に

く
い
仕
組
み
に
な
っ
た
。

学
校
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
刷

新
。
学
校
内
部
の
幹
線
１０

Ｇ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器
も

１０
Ｇ
対
応
を
導
入
。
高
速
か

つ
安
定
し
た
通
信
が
期
待
で

き
る
。

こ
れ
ら
の
教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環

境
を
複
雑
化
・
高
度
化
す
る

サ
イ
バ
ー
攻
撃
か
ら
デ
ー
タ

や
デ
バ
イ
ス
を
守
る
た
め

に
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
監
視
セ

ン
タ
ー
か
ら
２４
時
間
／
３
６

５
日
体
制
で
監
視
す
る
体
制

も
整
え
た
。
荒
川
区
教
育
委

員
会
の
柳
生
光
彦
教
育
事
業

担
当
係
長
は
「
端
末
の
更
新

を
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
端

末
更
新
を
通
し
て
教
員
の
働

き
方
改
革
と
子
供
た
ち
が
い

つ
で
も
利
用
で
き
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ

環
境
の
実
現
を
目
指
し
た
」

と
話
し
て
い
る
。

２ 面 学校ＤＸ戦略アドバイザー寄稿
３ 面 学校業務改善
４ 面 情報活用能力を各教科の学びへ
５ 面 自由進度学習で項目別にふり返り
６ 面 学校制服・体操服をもっと多様に
７ 面 教育委員会対象セミナー大阪報告
８ 面 教育／教育委員会調達ニュース

福
岡
教
育
大
学
附
属
小
倉

中
学
校
で
は
、
従
来
の
教
師

主
導
型
の
授
業
か
ら
転
換
し

て
、
「
個
別
最
適
な
学
び
」

と
「
協
働
的
な
学
び
」
を
進

め
る
上
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
と

支
援
す
る
教
員
の
役
割
に
焦

点
を
当
て
て
取
り
組
ん
で
お

り
、
「
様
々
な
情
報
か
ら
意

味
や
価
値
を
創
造
す
る
力
の

育
成
」
を
掲
げ
、
研
究
を
進

め
て
い
る
。

１１
月
１
日
の
研
究
発
表
会

で
は
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
を

公
開
し
た
。

小
倉
中
学
校
で
は
、
生
徒

１
人
ひ
と
り
が
課
題
等
を
も

っ
て
学
習
し
て
い
く
「
複
線

型
」
の
授
業
を
基
本
と
し
て

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

複
線
型
で
は
、
生
徒
１
人

で
学
習
を
進
め
た
り
、
そ
の

と
き
に
必
要
な
相
手
と
協
働

し
て
学
習
し
た
り
す
る
こ
と

に
な
る
。
ま
た
、
ク
ラ
ウ
ド

を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

学
級
全
員
の
考
え
や
意
見
等

を
効
率
的
に
参
照
す
る
こ
と

を
通
し
て
、
個
々
の
考
え
を

深
め
て
い
く
こ
と
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
。

複
線
型
の
授
業
で
、
教
員

が
ど
の
よ
う
に
支
援
す
れ
ば

よ
い
の
か
。
小
倉
中
学
校
で

は
、
教
員
の
支
援
に
着
目
し

て
研
究
を
進
め
て
き
た
。

授
業
前
は
、
生
徒
が
自
ら

「
解
決
し
た
い
」
と
思
え
る

教
材
の
開
発
・
選
択
や
学
習

課
題
の
想
定
な
ど
に
つ
い
て

検
討
。
授
業
後
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
に
よ
っ
て
、
学
習
履
歴

（
ス
タ
デ
ィ
・
ロ
グ
）
と
し

て
残
し
た
り
、
教
員
に
よ
る

評
価
や
生
徒
同
士
の
相
互
評

価
を
進
め
た
り
し
て
い
る
。

同
校
で
は
、
生
徒
の
深
い
学

び
を
促
す
よ
う
な
複
線
型
の

学
び
に
お
い
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

を
行
う
際
の
教
員
の
役
割
を

模
索
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

２
０
２
５
年
４
月
１３
日
〜

１０
月
１３
日
、
大
阪
・
夢
洲
に

お
い
て
日
本
国
際
博
覧
会

（
大
阪
・
関
西
万
博
）
が
開

催
さ
れ
る
。
内
閣
官
房
国
際

博
覧
会
推
進
本
部
は
、
修
学

旅
行
等
に
お
け
る
大
阪
・
関

西
万
博
の
活
用
を
検
討
し
て

い
る
学
校
の
教
員
等
を
対
象

に
、
１２
月
１８
日
、
２０
日
に
第

２
回
オ
ン
ラ
イ
ン
説
明
会
を

行
う
。
教
育
的
意
義
、
会
場

内
の
施
設
、
ア
ク
セ
ス
方

法
、
下
見
の
情
報
等
、
本
年

夏
に
開
催
し
た
第
１
回
説
明

会
か
ら
の
更
新
情
報
が
説
明

さ
れ
る
。
申
込
締
切
は
１２
月

１３
日
１７
時
。
な
お
第
１
回
説

明
会
の
資
料
と
ア
ー
カ
イ
ブ

動
画
も
公
開
。
▼
詳
細
＝h

ttps://www.cas.go.jp
/jp/seisaku/expo_suisi
n_honbu/topics_2025_
setsumeikai_2.html
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健康教育

教育改革

食 育

年度始めは１単元ごとにふり返り自由進度学
習では項目別にふり返りを行う（関連５面）

第１月曜日発行
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公
立
学
校
の
約
６
割
・
２
万
校
が

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
に

公
立
学
校
の
約
６
割
・
２
万
校
が

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
に

中
村
学
園
大
学

教
育
学
部

山
本
朋
弘
教
授

中
村
学
園
大
学

教
育
学
部

山
本
朋
弘
教
授

福岡教育大学附属小倉中学校福岡教育大学附属小倉中学校

魅
力
・
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
に
効
果

生
徒
指
導
上
の
課
題
解
決
も
期
待

42様々な情報から意味や価値を創造する42様々な情報から意味や価値を創造する

（下段は前年度調査結果。文科省補足資料より抜粋）

複線型授業で教員が支援している

複線型授業で生徒が情報端末を活用

学習系と校務系の異なるＯＳを
仮想デスクトップで自在に活用
学習系と校務系の異なるＯＳを
仮想デスクトップで自在に活用
NEXT GIGAの教育 ICT基盤を刷新

（１） ２０２４年（令和６年）１２月２日（月曜日）

Ｄ
Ｘ
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
事
例
集
を
公
開

Ｄ
Ｘ
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
事
例
集
を
公
開

修学旅行で大阪・
関西万博に行こう
内閣官房が説明会

普
通
科
１１
校
、専
門
学
科
９
校
ほ
か
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教員研修
授業活用

教員研修
授業活用連載 ＧＩＧＡ端末を活かす！


